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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタルスチルカメラ（ＤＳＣ）及びデジタルビデオカメラ（ＤＶＣ）が結合された複
合撮影装置において、
　前記ＤＳＣ及び前記ＤＶＣの各々に接続し、各々の前記ＤＳＣ及び前記ＤＶＣから受信
される動画信号及びマスタークロックをマルチプレックスするマルチプレクサ(ＭＵＸ)と
、
　前記マルチプレクサによりマルチプレックスされた前記動画信号に、前記マルチプレク
サを介して受信される前記マスタークロックに基づいて音響信号をサンプリングしコード
化し結合するオーディオコーデックと、
　前記マルチプレクサによるマルチプレックスを制御する制御部とを備えることを特徴と
する複合撮影装置。
【請求項２】
　周辺の音響を集音し電気信号である前記音響信号に変換するマイクをさらに備えること
を特徴とする請求項１に記載の複合撮影装置。
【請求項３】
　前記オーディオコーデックは、８ｋＨｚないし６０ｋＨｚの範囲でコード変換された前
記音響信号をサンプリング可能であることを特徴とする請求項２に記載の複合撮影装置。
【請求項４】
　(ａ)周辺の音響を集音し電気信号である音響信号の方に変換するステップと、
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　(ｂ)ＤＳＣ及びＤＶＣが結合された複合撮影装置の各々の前記ＤＳＣ及び前記ＤＶＣか
ら受信される動画信号及びマスタークロックをマルチプレックスするステップと、
　(ｃ)音響信号をサンプリングしコード化するステップと、
　(ｄ)マルチプレックスされた前記動画信号にコード化された前記音響信号をマルチプレ
ックスされた前記マスタークロックに基づいてサンプリングして結合するステップとを含
むことを特徴とする複合撮影装置の音響記録方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複合撮影装置及びその音響記録方法、特に、ＤＳＣ(デジタルスチルカメラ)
及びＤＶＣ(デジタルビデオカメラ)が結合された複合撮影装置において、撮影された動画
に效率的に音響を結合し記録できる複合撮影装置及びその音響記録方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、ＤＳＣは、レンズを介して入射される映像をデジタル信号に変換して、ハード
ディスクまたはメモリーカードのような記録媒体に格納する。すなわち、撮影された映像
をフィルムに記録せずにデジタル信号に変換して、ハードディスク、メモリーカードなど
の記録媒体に格納し、格納された映像をコンピュータなどのデジタル機器に送信する場合
にも、スキャナーなどによるデジタル変換なしで直接的な送信が可能である。
【０００３】
　特に、ＤＳＣは、パソコンとの互換性が高いため、コンピュータに送信された映像を編
集及び修正しやすい。また、ＤＳＣは、一般カメラと類似の構造を有していて、携帯が容
易である。このようなＤＳＣは、レンズ装置、メモリ装置、信号変調装置、ディスプレイ
装置などを備え、映像を記録する記録媒体の容量の制限性のため、静止画を撮影するのに
主に用いられる。
【０００４】
　すなわち、ＤＳＣは、一般的に制限された時間内の動画を撮影できる機能を有している
が、長時間の撮影は実質的に不可能である。このようなＤＳＣの短所を補完するために、
撮影される被写体の動画を磁気テープまたはハードディスクのような記録媒体に記録し、
記録された動画を再生する装置であるＤＶＣが広く普及している。
【０００５】
　ＤＶＣは、レンズ装置、信号変換装置、撮影された動画を記録/再生するデッキ装置、
ディスプレイ装置などを備える。また、ＤＶＣは、マイク装置及びスピーカ装置を備え、
装着された記録媒体に１時間以上の動画の格納が可能である。もちろん、ＤＶＣを利用し
て静止画を撮影することも可能であるが、上述したＤＳＣに比べて画質が落ちるので、主
に動画を撮影するのに用いられる。また、ＤＶＣは、ＤＳＣより多い機能と複雑な構成を
有しているので、体積が相対的に大きく、高価である。
【０００６】
　ところが、今までは上述したようなＤＳＣ及びＤＶＣの各々の機能を活用するためには
、２種類の製品を全て購入しなければならなかった。したがって、消費者にとっては経済
的な負担が多くなり、購入後にもＤＳＣ及びＤＶＣの全機能を利用するためには、２製品
を全て携帯しなければならないという面倒さがあった。
【０００７】
　このような問題点を解決するために開発されたものが、ＤＳＣ及びＤＶＣを１つのケー
スに一体化したＤＳＣ一体型ＤＶＣであり、「デジタルカメラ/カムコーダ」、複合撮影
装置、または略称して「ＤＵＯＣＡＭ」と呼ばれる。
【０００８】
　複合撮影装置は、ＤＶＣを利用して動画を撮影する場合には、ＤＶ規格を採択し秒当た
り３０フレームを送信し、３２ｋＨｚ、４８ｋＨｚ、または４４.１ｋＨｚでオーディオ
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信号を同期化させる。ところが、ＤＳＣを利用して動画を撮影する場合には、特に採択さ
れた方式はないが、送信されるデータの量を考慮し８ｋＨｚの周波数でオーディオ信号を
同期化させることが一般的である。
【０００９】
　ところが、前記のような複合撮影装置は、各々のＤＶＣ及びＤＳＣが使用するオーディ
オ信号の周波数が異なるため、各々のＤＶＣ及びＤＳＣに対応して別のオーディオコーデ
ックを設けなければならない。これは、複合撮影装置の製造費用を増加させる要因となり
、複合撮影装置の体積を増加させる要因となることもある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、上述したような問題点を解決するためになされたものであって、その目的は
、１つの統合したオーディオコーデックでＤＶＣ及びＤＳＣ全てに同期化できる複合撮影
装置及びそれを利用した音響記録方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の目的を達成するための本発明にともなう複合撮影装置は、ＤＳＣ及びＤＶＣが結
合された複合撮影装置において、前記ＤＳＣ及び前記ＤＶＣの各々に接続し、各々の前記
ＤＳＣ及び前記ＤＶＣから受信される動画信号及びマスタークロックをマルチプレックス
するマルチプレクサ(以下、「ＭＵＸ」と記す)と、前記ＭＵＸによりマルチプレックスさ
れた前記動画信号に、前記マルチプレクサを介して受信される前記マスタークロックに基
づいて音響信号をコード化し結合するオーディオコーデックと、前記ＭＵＸによるマルチ
プレックスを制御する制御部とを備えることを特徴とする。
 
【００１２】
　好ましくは、前記複合撮影装置は、周辺の音響を集音し電気信号である前記音響信号に
変換するマイクをさらに備える。
【００１４】
　また、前記オーディオコーデックは、８ｋＨｚないし６０ｋＨｚの範囲でコード変換さ
れた前記音響信号をサンプリング可能であることを特徴とする。
【００１５】
　一方、本発明に係る複合撮影装置は、(ａ)周辺の音響を集音し電気信号である音響信号
に変換するステップと、(ｂ)ＤＳＣ及びＤＶＣが結合された複合撮影装置の各々の前記Ｄ
ＳＣ及び前記ＤＶＣから受信される動画信号及びマスタークロックをマルチプレックスす
るステップと、(ｃ)変換された前記音響信号をコード化するステップと、(ｄ)マルチプレ
ックスされた前記動画信号にコード化された前記音響信号をマルチプレックスされた前記
マスタークロックに基づいてサンプリングして結合するステップとを含む音響記録方法を
提供する。
 
【００１７】
　これにより、本発明に係る複合撮影装置は、統合した１つのオーディオコーデックを利
用することにより、ＤＶＣまたはＤＳＣから受信される動画信号に音響信号を效率的に付
加し記録できるようになる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明に係る複合撮影装置は、１つの統合したオーディオコーデックで、ＤＶＣ撮像部
及びＤＳＣ撮像部により撮像された動画信号を全て同期化できるようになったため、音響
を記録するのに一層効率的であると共に、オーディオコーデックを１つに統合することに
よって、製造費用を低減できる。
【００１９】
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　また、本発明に係る複合撮影装置は、１つのオーディオコーデックを使用するため、複
合撮影装置の全体体積を減らすことができ、ユーザの便宜性を増大させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、添付した図面を参照しながら本発明に係る複合撮影装置をさらに詳細に説明する
。
【実施例】
【００２１】
　図１は、本発明に係る複合撮影装置を概略的に示すブロック図である。図示のように、
複合撮影装置は、ＤＶＣ撮像部１１０、ＤＶＣ信号処理部１２０、ＤＳＣ撮像部１３０、
ＤＳＣ信号処理部１４０、ＤＳＣ　ＣＯＤＥＣ(コーダ／デコーダ)１４５、オーディオ部
１５０、信号処理部１６０、ディスプレイ部１７０、ＶＣＲ(ビデオカセットレコーダ)部
１８０、メモリーカード１９０、ＰＣインタフェース部２００、制御部２１０、操作部２
２０、フラッシュメモリ２３０、システムバス２４０を備える。
【００２２】
　ＤＶＣ撮像部１１０は、レンズを介して入射する光信号を電気信号に光電変換し、変換
した信号に対して所定の信号処理を行う。ＤＶＣ撮像部１１０は、動画と静止画全てが撮
像可能である。しかし、ＤＶＣ撮像部１１０で撮像した静止画は、後述するＤＳＣ撮像部
１３０で撮像した静止画に比べて画質が落ちる。したがって、ＤＶＣ撮像部１１０は、主
に動画を撮像するのに用いられる。
【００２３】
　ＤＶＣ撮像部１１０は、ＤＶＣレンズ部１１１、ＤＶＣレンズ駆動部１１３、ＤＶＣ　
ＣＣＤ(電荷結合素子)１１５及びＤＶＣ　ＣＤＳ/ＡＧＣ/ＡＤＣ(コリレーテッドダブル
サンプラ／自動制御器／アナログデジタル変換器)１１７を備える。
【００２４】
　ＤＶＣレンズ駆動部１１３は、制御部２１０の制御により、ＤＶＣレンズ部１１１を駆
動させる。具体的に、ＤＶＣレンズ駆動部１１３は、制御部２１０の制御によって、ＤＶ
Ｃレンズ部１１１をズームイン/ズームアウトさせ、焦点を自動に調節し、ＤＶＣレンズ
部１１１に設けられた絞り(図示せず)の開閉量を調節する。
【００２５】
　ＤＶＣ　ＣＣＤ１１５は、ＤＶＣレンズ部１１１を介して入射する光学像を電気信号に
変換して出力する。すなわち、被写体の光学像は、ＤＶＣレンズ部１１１によりＤＶＣ　
ＣＣＤ１１５の光学面上に像が結ばれ、ＤＶＣ　ＣＣＤ１１５は、感光面上に結像された
光学像を電気信号に変換し、水平と垂直の走査により１次元の電気信号の形態で出力する
。
【００２６】
　ＤＶＣ　ＣＤＳ/ＡＧＣ/ＡＤＣ１１７は、ＣＤＳ(相関二重サンプラ)を使用して、ＤＶ
Ｃ　ＣＣＤ１１５から出力される信号からノイズを除去し、ＡＧＣ(自動利得制御部)を用
いて信号のレベルが一定に維持されるように、利得を調整し、ＡＤＣを用いてデジタル信
号に変換する。
【００２７】
　ＤＶＣ信号処理部１２０は、ＤＶＣ撮像部１１０から印加された信号に対して、所定の
信号処理をして信号処理部１６０に印加する。具体的に、ＤＶＣ信号処理部１２０は、印
加される信号に対して、輝度(Ｙ)信号とクロマ(Ｃ)信号とに分離し、利得調整、輪郭補正
及びＡＷＢ(自動白バランス)などを行い、解像度を変更する。さらに、オーディオ部１５
０で生成された音響信号を信号処理する。
【００２８】
　オーディオ部１５０は、周辺の音響を集音し、ＤＶＣ撮像部１１０およびＤＳＣ撮像部
１３０で生成した映像信号にそれぞれ対応する音響信号を生成する。
【００２９】
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　信号処理部１６０は、ＤＶＣ信号処理部１２０で信号処理された映像信号及び音響信号
をディスプレイ部１７０に印加する。この際、信号処理部１６０は、操作部２２０を介し
て入力されたユーザの「撮影命令」を制御部２１０から伝達され、受信された撮影命令に
対応してＤＶＣ信号処理部１２０の出力信号をＤＶフォーマットの信号に圧縮する。
【００３０】
　また、信号処理部１６０は、記録対象となる圧縮された信号を制御部２１０の制御によ
ってＶＣＲ部１８０に印加する。
【００３１】
　一方、複合撮影装置が「ＶＣＲ再生」モードで動作する場合、信号処理部１６０は、制
御部２１０の制御によって、再生対象となる圧縮された映像信号及び音響信号をＶＣＲ部
１８０から印加される。そして、信号処理部１６０は、印加された圧縮された映像信号及
び音響信号を伸張してディスプレイ部１７０に印加する。
【００３２】
　ＤＳＣ撮像部１３０は、レンズを介して入射する光信号を電気信号に光電変換し、変換
した信号に対して所定の信号処理過程を行う。ＤＳＣ撮像部１３０は、動画と静止画全て
が撮像可能である。しかし、ＤＳＣ撮像部１１０で撮像した動画のデータ容量は、前述し
たＤＶＣ撮像部１１０で撮像した動画のデータ容量よりはるかに大きい。その結果、動画
データを記録媒体に記録する時、多くの格納空間が必要となるので、長時間の動画撮影が
不可能である。したがって、ＤＳＣ撮像部１３０は、主に静止画を撮像するのに用いられ
る。
【００３３】
　ＤＳＣ撮像部１３０は、ＤＳＣレンズ部１３１、ＤＳＣレンズ駆動部１３３、ＤＳＣ　
ＣＣＤ１３５及びＤＳＣ　ＣＤＳ/ＡＧＣ/ＡＤＣ１３７を備える。
【００３４】
　ＤＳＣレンズ駆動部１３３は、制御部２１０の制御によってＤＳＣレンズ部１３１を駆
動させる。詳細に、ＤＳＣレンズ駆動部１３３は、制御部２１０の制御によってＤＳＣレ
ンズ部１３１をズームイン/ズームアウトさせて焦点を自動に調節し、ＤＳＣレンズ部１
３１に設けられた絞り(図示せず)の開閉量を調節する。ＤＳＣレンズのズームインは、撮
影される被写体を拡大撮影するための状態であり、ＤＳＣレンズのズームアウトは、撮影
される被写体をそのまま撮影するための状態のことを言う。
【００３５】
　ＤＳＣ　ＣＣＤ１３５は、ＤＳＣレンズ部１３１を介して入射する光学像を電気信号に
変換させて出力する。
【００３６】
　ＤＳＣ　ＣＤＳ/ＡＧＣ/ＡＤＣ１３７は、ＣＤＳを使用しＤＳＣ　ＣＣＤ１３５から出
力される信号からノイズを除去し、ＡＧＣを使用して信号のレベルが一定に維持されるよ
うに利得を調整し、ＡＤＣを使用してデジタル信号に変換する。
【００３７】
　ＤＳＣ信号処理部１４０は、ＤＳＣ撮像部１３０から印加された信号に対して、所定の
信号処理を行う。具体的に、ＤＳＣ信号処理部１４０は、印加される信号に対して輝度(
Ｙ)信号とクロマ(Ｃ)信号とに分離し、利得調整、輪郭補正及びＡＷＢなどを行い、解像
度を変更する。さらに、オーディオ部１５０で生成された音響信号を信号処理する。
【００３８】
　ＤＳＣ　ＣＯＤＥＣ１４５は、ＤＳＣ信号処理部１４０で信号処理された映像信号及び
音響信号をディスプレイ部１７０に印加する。
【００３９】
　この場合、ＤＳＣ　ＣＯＤＥＣ１４５は、操作部２２０を介して入力されたユーザの「
撮影命令」を制御部２１０から伝達されると、ＤＳＣ信号処理部１４０の出力信号をＪＰ
ＥＧフォーマットの信号に圧縮する。そして、圧縮された信号を制御部２１０の制御によ
って、メモリーカード１９０に記録する。



(6) JP 4041504 B2 2008.1.30

10

20

30

40

50

【００４０】
　一方、複合撮影装置が「メモリーカード再生」モードで動作する場合、ＤＳＣ　ＣＯＤ
ＥＣ１４５は、制御部２１０の制御によって、再生対象となる圧縮された映像および音響
信号をメモリーカード１９０から印加される。そして、ＤＳＣ　ＣＯＤＥＣ１４５は、印
加された圧縮された映像および音響信号を伸張してディスプレイ部１７０に印加する。
【００４１】
　ディスプレイ部１７０は、信号処理部１６０とＤＳＣ　ＣＯＤＥＣ１４５から出力され
る映像信号をディスプレイし、音響信号を出力する。このような機能を行うディスプレイ
部１７０は、ＯＳＤ(オンスクリーンディスプレイ)部１７１、ＮＴＳＣ/ＰＡＬエンコー
ダ１７３及びＬＣＤ(液晶素子)１７５を備える。
【００４２】
　ＯＳＤ部１７１には、ＯＳＤ文字とＧＵＩ(グラフィックユーザインターフェース)環境
の構築に必要なメニュー画面のようなＧＵＩデータなどが格納される。そして、ＯＳＤ部
１７１は、制御部２１０の制御により、信号処理部１６０とＤＳＣ　ＣＯＤＥＣ１４５か
ら出力される映像信号に、ＯＳＤ文字やＧＵＩデータを組み合わせることができる。
【００４３】
　ＮＴＳＣ／ＰＡＬエンコーダ１７３は、ＯＳＤ部１７１から出力される映像信号をＮＴ
ＳＣ方式やＰＡＬ方式の映像信号に変換して、ＬＣＤ１７５と外部装置であるＴＶとに印
加する。
【００４４】
　ＬＣＤ１７５は、ＮＴＳＣ/ＰＡＬエンコーダ２４１から印加された映像が表示される
ディスプレイ装置である。
【００４５】
　ＶＣＲ部１８０は、信号処理部１６０から出力される映像信号を記録したり、記録され
た映像信号を読み出して信号処理部１６０に印加したりする。ＶＣＲ部１８０は、ＶＣＲ
デッキ部１８１とＶＣＲテープ１８３とを備える。
【００４６】
　ＶＣＲテープ１８３は、映像および音響信号が記録される磁気記録媒体であって、ＶＣ
Ｒデッキ部１８１に結合及び分離することが可能である。
【００４７】
　ＶＣＲデッキ部１８１は、信号処理部１６０から印加された映像および音響信号をＶＣ
Ｒテープ１８３に記録したり、ＶＣＲテープ１８３に記録された映像および音響信号を読
み出して信号処理部１６０に印加する。
【００４８】
　メモリーカード１９０は、ＤＳＣ　ＣＯＤＥＣ１４５から印加された映像および音響信
号が記録される記録媒体であって、複合撮影装置に結合及び分離可能である。
【００４９】
　ＰＣインタフェース部２００は、外部装置であるＰＣまたはプリンタとインタフェース
を行う。
【００５０】
　制御部２１０は、操作部２２０を介して入力されるユーザの操作命令によって、複合撮
影装置の全般的な動作を制御する。特に、制御部２１０は、ユーザの設定によってＤＶＣ
撮像部１１０とＤＳＣ撮像部１３０のうち、いずれかにより撮像動作が行われるように制
御する。制御部２１０は、主制御部２１１及びＤＳＣ制御部２１３を備える。
【００５１】
　主制御部２１１は、操作部２２０を介してユーザの操作命令を入力され、それによりＤ
ＶＣレンズ駆動部１１３、ＤＶＣ信号処理部１２０、信号処理部１６０、ＯＳＤ部１７１
、ＶＣＲデッキ部１８１及びＰＣインタフェース部２００の動作を制御する。そして、主
制御部２１１は、ＤＳＣ制御部３１２の制御動作を制御する。
【００５２】
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　ＤＳＣ制御部２１３は、主制御部２１１の制御によって、ＤＳＣレンズ駆動部１３３、
ＤＳＣ信号処理部１４０、ＤＳＣ　ＣＯＤＥＣ１４５の動作を制御する。
【００５３】
　フラッシュメモリ２３０は、主制御部２３０において必要なブートプログラムなど装置
の動作に必要なシステムプログラム、及び電源が消えても格納されるべき重要なデータと
応用プログラムなどが格納される。
【００５４】
　操作部２２０は、複合撮影装置の機能選択及び動作制御と関連した操作命令を入力され
るためのユーザインタフェース装置である。
【００５５】
　図２は、図１のオーディオ部の動作を説明するための図である。図示のように、オーデ
ィオ部１５０はＭＵＸ２４５、オーディオコーデック２５０、マイク２５５を備えている
。
【００５６】
　まず、ＤＶＣ信号処理部１２０及びＤＳＣ信号処理部１４０の各々は、ＤＶＣ撮像部１
１０またはＤＳＣ撮像部１３０により各々撮影された動画信号に対して、所定の信号処理
を行った後、信号処理が行われた動画信号をＭＵＸ２４５に送信する。この場合、ＤＶＣ
信号処理部１２０及びＤＳＣ信号処理部１４０各々は、オーディオコーデック２５０との
同期化のためのマスタークロックを共に送信する。
【００５７】
　ＭＵＸ２４５は、ＤＶＣ信号処理部１２０及びＤＳＣ信号処理部１４０から受信される
動画信号をマルチプレックスして、オーディオコーデック２５０に送信する。この場合、
ＭＵＸ２４５によるマルチプレックスは、主制御部２１１の制御により行われる。
【００５８】
　オーディオコーデック２５０は、マイク２５５により集音されて電気信号に変換された
音響信号を受信し、受信された音響信号をコード化してＭＵＸ２４５によりマルチプレッ
クスされた動画信号に結合する。この場合、ＤＳＣ信号処理部１４０及びＤＶＣ信号処理
部１２０各々は、オーディオコーデック２５０との周波数同期のためのマスタークロック
(ｍａｓｔｅｒ　ＣＬＫ)を出力し、オーディオコーデック２５０は、ＭＵＸ２４５を介し
て受信されるＤＶＣまたはＤＳＣのマスタークロックに基づいて、コード化された音響信
号をサンプリングしてマルチプレックスされた動画信号に結合する。この場合、オーディ
オコーデック２５０は、ＤＳＣ信号処理部１４０から受信される動画信号またはＤＶＣ信
号処理部１２０から受信される動画信号に全て同期化できるように、８ｋＨｚないし６０
ｋＨｚの範囲でコード化された音響信号をサンプリングすることが好ましい。
【００５９】
　例えば、ＭＵＸ２４５を介して受信される動画信号がＤＶＣ信号処理部１２０から受信
される動画信号である場合、オーディオコーデック２５０は、マイク２５５から受信され
る音響信号を３２ｋＨｚ、４８ｋＨｚなどにサンプリングし、ＭＵＸ２４５を介して受信
される動画信号が、ＤＳＣ信号処理部１４０から受信される動画信号である場合、オーデ
ィオコーデック２５０は、マイク２５５から受信される音響信号を８ｋＨｚにサンプリン
グする。また、オーディオコーデック２５０は、サンプリングされた音響信号を、ＭＵＸ
２４５を介して受信される動画信号に結合して音響信号を記録する。
【００６０】
　図３は、図２の音響記録方法を示したフローチャートである。図に示しているように、
マイク２５５は、周辺の音響を集音し電気信号である音響信号に変換する(Ｓ３０１)。マ
イク２５５により変換された音響信号は、オーディオコーデック２５０に送信される。
【００６１】
　オーディオコーデック２５０は、マイク２５５から受信された音響信号をコード化する
(Ｓ３０３)。
【００６２】
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　一方、ＤＶＣ信号処理部１２０及びＤＳＣ信号処理部１４０各々は、撮影された動画信
号をＭＵＸ２４５に送信する場合、オーディオコーデック２５０との同期化のためのマス
タークロックを出力して共に送信する(Ｓ３０５)。
【００６３】
　ＭＵＸ２４５は、ＤＶＣ信号処理部１２０及びＤＳＣ信号処理１４０から受信される動
画信号を主制御部１１１の制御によってマルチプレックスして、オーディオコーデック２
５０に送信する(Ｓ３０７)。
【００６４】
　オーディオコーデック２５０は、ＭＵＸ２４５によりマルチプレックスされた動画信号
を受信し、受信された動画信号と共に受信されるマスタークロックに基づいて、音響信号
をサンプリングし、サンプリングされた音響信号を受信された動画信号に結合する(Ｓ３
０９)。
【００６５】
　これにより、複合撮影装置は、１つの統合されたオーディオコーデック２５０にＤＶＣ
撮像部１１０及びＤＳＣ撮像部１３０により撮影された動画信号を全て同期化できるよう
になるだけでなく、オーディオコーデックを１つに統合することによって、製造費用を低
減することができる。
【００６６】
　なお、本発明は、上記の実施の形態に限定されるものではなく、本発明に係る技術的思
想から逸脱しない範囲内で様々な変更が可能であり、それらも本発明の技術的範囲に属す
る。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】本発明に係る複合撮影装置を概略的に示すブロック図である。
【図２】図１の音響記録装置を説明するための図である。
【図３】図２の音響記録方法を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００６８】
１１０　ＤＶＣ撮像部
１２０　ＤＶＣ信号処理部
１３０　ＤＳＣ撮像部
１４０　ＤＳＣ信号処理部
１５０　オーディオ部
１６０　映像信号処理部
１７０　ディスプレイ部
１８０　ＶＣＲ部
１９０　メモリーカード
２００　ＰＣインタフェース部
２１０　制御部
２１１　主制御部
２４５　ＭＵＸ
２５０　オーディオコーデック
２５５　マイク
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